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昨
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
に
い

が
た
新
生
園
」
（
社
会
福
祉
法

人
仁
成
福
祉
協
会
、
曽
川
）
の

増
築
工
事
が
、
こ
の
ほ
ど
完
了

し
ま
し
た
。

同
園
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
ほ
か
、
痴
ほ
う
専
用
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
短

期
入
所
施
設
を
併
設
し
て
い
ま

す
。増

築
に
よ
り
、
特
別
養
護
老

市
で
は
、
子
育
て
中
の
人
や

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て

い
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
「
子

育
て
支
援
の
輪
づ
く
り
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
＝
表
＝
。

同
講
座
は
、
子
育
て
支
援
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
び
、

参
加
者
が
受
講
後
サ
ー
ク
ル
や

地
域
、
仲
間
同
士
の
交
流
の
中

で
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
活

用
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
支
援

の
輪
を
広
げ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
基
礎
編
と
実
践
編

Ⅰ
・
Ⅱ
で
構
成
。
基
礎
編
は
、

子
育
て
支
援
の
専
門
家
を
招
き
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
や
子
育

て
サ
ー
ク
ル
の
活
用
法
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

実
践
編
で
は
、
子
ど
も
の
遊
び

を
実
際
に
体
験
し
た
り
、
本
の

読
み
聞
か
せ
の
基
礎
習
得
を
目

指
し
ま
す
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
、
実
践

編
を
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

さ
せ
た
講
座
、
サ
ー
ク
ル
作
り

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
交
換

に
つ
い
て
の
講
座
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定
員

１
０
０
人
　
※
応
募
多

数
の
場
合
抽
選

申
し
込
み

６
月
18
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
（
保
育

希
望
者
は
子
の
氏
名
・
年
齢
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
児
童
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
１
４
）
へ

※
保
育
は
定
員
30
人
、
応
募
多

数
の
場
合
抽
選
、
希
望
者
は
６

月
28
日
に
事
前
説
明
会
あ
り

市
で
は
、
幼
稚
園
児
を
持
つ

家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
に
、
保
育
料
を
補
助
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
幼

稚
園
が
保
育
料
を
減

免
す
る
形
式
で
行
い

ま
す
の
で
、
幼
稚
園

に
相
談
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
条
件
の
税
額

は
、
定
率
控
除
（
減

税
）
後
の
税
額
で
す
。

問
い
合
わ
せ

各
幼

稚
園
、
学
校
指
導
課

（
�
内
線
３
２
４
９
）

へ

人
ホ
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
数
は
80
床

か
ら
１
５
０
床
に
、
短
期
入
所

施
設
も
20
床
か
ら
30
床
に
増

加
。
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
ベ
ッ
ド
数
は
１
４
６
０

床
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
園
に
併
設
し
て
、

新
た
に
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し

ん
せ
い
（
痴
ほ
う
対
応
型
共
同

生
活
介
護
施
設
）
」
も
オ
ー
プ

ン
。
市
内
で
初
め
て
と
な
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
比
較
的
安

定
状
態
に
あ
る
痴
ほ
う
性
高
齢

者
が
、
家
庭
的
で
落
ち
着
い
た

市
で
は
、
在
宅
介
護
へ
の
支

援
と
し
て
「
訪
問
理
美
容
サ
ー

ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

自
分
で
理
髪
店
や
美
容
院
に
出

向
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
を

対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
に

出
張
し
て
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
に
は
市
が
発
行
す
る
利
用

券
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
事
前

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象

在
宅
の
65
歳
以
上
で
、

要
介
護
度
１
以
上
の
認
定
を
受

け
た
人
（
病
院
や
診
療
所
に
入

院
し
て
い
る
人
ま
た
は
介
護
老

人
保
健
施
設
も
し
く
は
社
会
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

人
は
除
く
）

利
用
料
金
　
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

応
じ
た
料
金
が
掛
か
り
ま
す

（
出
張
費
は
市
が
負
担
）

申
請
方
法

事
前
に
所
定
の
申

請
書
を
高
齢
者
福
祉
課
（
市
役

所
本
館
１
階
）
、
黒
埼
支
所
保

健
福
祉
課
、
地
域
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
提
出
。
後
日
、
利
用
券

と
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
指
定

店
一
覧
を
送
付
し
ま
す
。

実
施
方
法

利
用
者
が
実
施
日

な
ど
に
つ
い
て
理
美
容
店
と
調

整※
実
施
日
は
、
原
則
と
し
て
理

美
容
店
の
休
業
日

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
５
４
）
へ

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課

（
内
線
２
６
５
２
）
へ

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
白
血
病
な

ど
の
難
病
に
苦
し
む
人
に
、
骨

髄
液
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
を
登

録
す
る
制
度
で
す
。

骨
髄
移
植
に
は
、
患
者
と
ド

ナ
ー
の
白
血
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ

型
）
の
一
致
が
必
要
。
し
か
し
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
一
致
す
る
の
は
、

数
百
人
か
ら
数
万
人
に
１
人
と

非
常
に
低
い
確
率
で
す
。
ド
ナ

ー
の
目
標
登
録
者
数
は
30
万
人

で
す
が
、
３
月
末
現
在
の
登
録

者
は
全
国
で
約
14
万
人
。
提
供

者
が
現
れ
な
い
た
め
に
、
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
患

者
が
大
勢
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
の
は
、

20
歳
以
上
50
歳
以
下
で
、
体
重

が
男
性
45
�
以
上
、
女
性
40
�

以
上
の
人
で
す
。
骨
髄
提
供
の

内
容
を
十
分
に
理
解
し
、
骨
髄

提
供
に
つ
い
て
家
族
の
同
意
を

得
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

登
録
受
け
付
け
は
、
骨
髄
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
�
２
３
０
・

１
７
０
２
）
で
行
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
の
窓
口
な

ど
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課

（
�
内
線
３
６
１
２
）
へ

市
で
は
、
臓
器
提
供
の
意
思

の
有
無
な
ど
を
記
入
し
て
お
く

「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

臓
器
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
書
面
に
よ
る
本
人
の
意
思

表
示
が
必
要
で
す
。
ド
ナ
ー
カ

ー
ド
は
、
記
入
し
持
ち
歩
く
こ

と
で
自
分
の
思
い
を
明
確
に
示

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
提
供
す
る
意
思
の
あ

る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
家
族
に

伝
え
、
臓
器
提
供
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
詳
し
く
は
、
カ
ー
ド
と
一

緒
に
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

保
健
所
総
務
課

（
市
役
所
第
２
分
館
１
階
）、
黒

埼
支
所
保
健
福
祉
課
、
地
区
事

務
所
、
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
公
民
館
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課

（
�
内
線
３
６
１
２
）
へ

雰
囲
気
の
中
で
、
ケ
ア

を
受
け
な
が
ら
少
人
数

で
共
同
生
活
を
す
る
施

設
で
す
。

延
べ
床
面
積
は
、
約

３
３
３
平
方
�
で
木
造

平
屋
建
て
。
定
員
は
９

人
で
、
居
室
は
全
室
個

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
急
速
に
進
む

高
齢
社
会
に
対
応
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
今
後
も
施
設
整
備

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
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子育て支援の輪づくり講座�

学んだことを地域やサークルで実践�！�

特養ホーム�

�
に
い
が
た
新
生
園
�
増
築
工
事
完
了�

市
内
初
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
オ
ー
プ
ン�

骨
髄
バ
ン
ク
に
協
力
を�

登
　
録

�

受
け
付
け 

は
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ�

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
開
始�

自
力
で
理
美
容
店
に
行
け
な
い
人
に�

保 育 料 を 補 助保 育 料 を 補 助 �

申請手続きは各園で�

臓器提供の意思を表示�

ドナーカードを配布ドナーカードを配布�

にいがた新生園の増築部分（奥）と新たにオープン
したグループホーム（手前）

基礎編
期 日 内　容 講　師 会場・時間

７・13

７・27

８・２

９・21

９・28

10・26

乳幼児の発達と子育て支
援

楽しく子育て１・２・３

①乳幼児期の病気とケア
②事故と応急処置
乳幼児の運動遊びと関わ
り方
乳幼児の手遊び、歌遊び
と関わり方

そよ風のように

巷野悟郎
（日本保育園保健協会会長）
大河内芳子
（新潟ウイメンズ企画）

市職員

羽崎泰男
（こどもの城職員）
遠藤由加里
（こどもの城職員）
大滝志津江
（元コロニー指導課長）

総合福祉会館
午後１時半

～３時

実践編　※�・�とも２日のうち１日受講
期　日

�

�

内　容 会　場 時　間
７・24
９・７
10・５
10・12

親子遊びの楽しさ

絵本の楽しさ、読
み聞かせ

西総合スポーツセンター
東総合スポーツセンター

総合福祉会館

午後１時半
～３時

献血バス「ゆうあい号」

問い合わせ 献血会場フリーダイヤル（�0120-788224）へ

6/11

～6/13

6/23

期　日

日本歯科大学　新潟歯学部

マクドナルド万代シテイ店前

午前９時～正午

午後１時～４時

午前10時～11時半

午後０時半～４時半

午前10時～午後５時半

会　　　　　　場 時　　　間

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）
ばんだい（万代シネモールビル２階）

（浜浦町１）

（万代１）

障 害 者 の 職 業 相 談
日時 毎週月曜～金曜日午前９時～午後
４時　※家族の相談や電話相談も可
会場 産業企画課（市役所第１分館３階）
問い合わせ 会場（�内線2535）へ

プレママ・パパのつどい
日時 ７月５・13日午後６時半～８時半
会場 坂井輪地域保健福祉センター
内容 双子の育児体験、交流会、ほか
対象 双子以上の赤ちゃんを妊娠中の人
とその配偶者
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ

障害児教育講演会

子どもの発達と授業作り
日時 ６月17日午後１時～４時
会場 総合福祉会館　参加費 1,500円
講師 清水貞夫（宮城教育大学教授）
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 全国障害者問題研究会事務
局・堀川（�276-7525）へ　※保育あ
り、予約制、300円

家族教室～精神障害者を支えるために～
日時 ７月10日～31日毎週火曜日午後１
時半～４時　会場 総合福祉会館
定員 先着14人
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
66）へ

わがままでしょうか、私たち
日時 ６月19日午前10時～正午
会場 総合福祉会館
内容 障害児の就学指導について
対象 知的・身体障害の子の保護者
問い合わせ 手をつなぐ育成会事務局・
杉山（�228-0089）へ

手軽な食材でバランス食講習会

内容 加工食品の使い方、調理実習、ほか
定員 各会場先着30人　参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
69）へ

期　日

６・25

６・27

会　　場

坂井輪地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
中央地域保健福祉センター

時　間

午前10時
～午後１時

ステップ離乳食（中･後期編）

内容 離乳食中後期のすすめ方、ほか
対象 ６カ月～１歳１カ月児の保護者各
会場先着25人
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
69）へ

期　日
６・26
６・28

会　場
南地域保健福祉センター
中央地域保健福祉センター

時　間
午前10時
～11時半

血液さらさらヘルシー料理
日時 ６月30日午前９時半～正午
会場 中央公民館
内容 栄養の話、調理実習
定員 先着20人　参加費 500円
申し込み 市栄養士会・松島（�224-73
55）へ

白杖・誘導歩行講習会
日時 毎月第３日曜日午後１時～３時
会場 総合福祉会館
問い合わせ 県中途視覚障害者のリハビ
リテーションを推進する会事務局・小島
（信楽園病院内�267-1251）へ

日本リウマチ友の会
日時 きょう10日午後０時半～３時半
会場 総合福祉会館
内容 講演会、療養相談、ほか
問い合わせ 同会・小松（�274-2301）へ

“体脂肪を減らす”食事と運動講習会

内容 体脂肪測定、健康運動、調理実習、
ほか　定員 各会場先着30人
参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
69）へ

期　日

６・25

６・28

会　場

北地区公民館

中央公民館

時　間

午前10時
～午後１時

児童手当の現況届は６月29日までに
児童手当・特例給付の受給者に、現況

届の用紙を発送しました。６月29日ま
でに提出がない場合は支給停止になりま
す。
提出場所 児童福祉課（市役所本館２
階）、黒埼支所保健福祉課、地区事務所
問い合わせ 児童福祉課（�内線2616）へ
※６月期の手当（２月～５月分）は６月
15日に振り込みます。特例給付の人は、
会社が変わった場合、届出が必要です

女性労働問題相談室
日時 毎週土曜日午後２時～４時（祝日
を除く） 会場 市女性センター・アルザ
申し込み 会場（�245-0545）へ　※予
約制

市民税が非課税の世帯

市民税所得割が非課税の世帯

市民税が非課税の世帯

市民税所得割が非課税の世帯

市民税所得割額が8,800円以
下の世帯

市民税所得割額が102,100円
以下の世帯

市
立

減免条件
（平成1 3年度市民税額）

表　保育料年間補助額

第１子 第２子 第3子以降

私
　
立

20,000円

135,300円

103,000円

79,000円

55,500円

31,000円

162,000円

137,000円

117,000円

98,000円

41,000円

189,000円

170,000円

156,000円

141,000円

※父母の市民税所得割額を超える人が世帯にいる場合は、その
最高額の人の市民税所得割額を父母の額に合算します


